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中
国
四
国
段
政
局
斐
伊
川

沿
岸
川
開業
水
利
一串
柴
所
は
凶

目
、
一
般
競
争
入
州
で
「
弓
浜
半

島州
民業
水
刺
事
業
五
ケ
井
手

用
水
路
起
伏
ゲ
l
ト
製
作
据

リハビリ工法海外デ、ビュー
予行練習と壮行会を開催

(3) 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
キ
サ

ス
州
オ
ー
ス
チ
ン
で
開
催
さ

れ
る
「
I
C
A
A
R
2
0
1

2」

に
お
い
て
、

E
硝
酸
リ

チ
ウ
ム
を
用
い
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
補
修
工
法
(
リ
ハ
ビ
リ

工
法
)
の
論
文
が
発
表
さ
れ

U
時
に
開
札
し
総
合
評
価
方

式
で
迄
札
者
を
決
定
す
る
。

参
加
資
絡
H
中
国
四
国
民

政
局
の
鋼
構
造
物
工
事
の
確

認
を
受
け
、
平
成
9
年
度
か

ら
お
年
度
ま
で
に
完
成

・
引

渡
し
が
完
了
し
た
銅
製
ゲ
ー

ト
の
製
作
据
付
工
事
の
元
諮

施
工
実
績
が
あ
る
ー
な
ど

工
現
場
所

u鳥
取
県
境
港

市
福
定
町
弐
ひ
中
野
町
地
内

工
事
内
容
H
五
ヶ
井
手
用

水
路
へ
の
水
門
設
備
新
設

(
1
)
起
伏
ゲ
l
ト
設
uU
削
①
形

式
・
ス
テ
ン
レ
ス
銅
製
起
伏

ゲ
l
卜
②
寸
法
及
び
数
量
・

る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
者

を
代
表
し
て
ス
ピ
ー
チ
を
行

う
の
は
極
東
興
和
側
の
三

原
孝
文
主
任
。

「I
C
A
A
R
2
0
1
2
」

は
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
を

題
材
と
し
た
国
際
会
銭
で
、

日
終
劃
問
料
堪
(
純
白

一

工
期
十
2

1

引釦

参加表明受付30日まで
抗植堰関係操作施設の設計
四国岡山南部農業料1)ヴロポ皿皿

中
国
四
国
股
政
局
岡
山
南

4
年
に
一
度
行
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
米
倉
亜
州
夫
氏

(
広
島
大
学
名
髄
教
授
)
や

徳
納
武
使
氏
(
徳
納
技
研
側

代
表
取
締
役
)
な
ど
の
有
志

が
発
起
人
と
な
り
、
論
文
の

予
行
練
習
を
兼
ね
た
壮
行
会

が
U
日
、
広
山
市
中
区
で
行

わ
れ
た
。

有
志
が
見
守
る
中
、
三
原

氏
が
流
憾
な
英
語
で
ス
ピ
ー

チ
を
行
っ
た
後
、
「
今
回
の
学

会
で
は
、
工
法
の
紹
介
に
加

え
、
効
果
の
検
証
と
分
析
方

法
に
ま
で
言
及
し
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
A

一作
う
予
定

で
す
。
日
本
独
自
の
技
術
で

あ
る
リ
チ
ウ
ム
内
部
圧
入
工

法
を
海
外
に
向
け
、
発
信
し

て
き
ま
す
」
と
窓
気
込
み
を

語
っ
た
。

部
段
業
水
利
事
業
所
は
、
「岡

山
南
部
川
同
業
水
利
事
業
拡
樋

堰
関
係
探
作
施
設
実
施
設
計

業
務
」
で
技
術
提
案
曾
の
提

出
者
を
掠
る
。
測
m
-建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
入

札
参
加
資
格
者
を
対
象
に
、

5
月
初
日
ま
で
参
加
表
明
密

を
受
け
付
け
た
後
、
技
術
提

策
的
を
6
月
お
日
ま
で
求

め
、
7
月
中
に
も
簡
易
公
務

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
最

優
秀
提
案
者
を
特
定
す
る
。

業
務
内
容
は
、
操
作
管
理

シ
ス
テ
ム
及
び
樋
門
改
修
の

実
施
設
計
、
段
計
図
作
成
を

除
草

4
件
を

一

般

競

争

広
島
市
西
区

広
島
市
は
回
目
、
次
の
4

件
の
業
務
委
託
を
入
札
後
資

絡
確
認
型
一
般
競
争
入
札
で

公
告
し
た
。

入
札
説
明
曾
等
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

る。
(マ
柴
務
名
H
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履
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場
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履
行
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予
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④
契
約
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当
課
⑤
開
札
日
)

マ
一
般
県
道
伴
広
島
線
ほ

か
道
路
除
草
そ
の
他
業
務
H

①
商
区
己
斐
上
5
丁
目
ほ
か

阿
武
町
の
今
年
度
発
注
予
定

汐
入
野
地
線
道
路
新
設
な
ど

【山
口
】阿
武
郡
阿
武
町
の

今
年
度
発
注
予
定
は
次
の
通

り
。マ
工
事
(
柴
務
)
名
(
場
所
)

"
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概
要
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発
注

時
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の
順
(
す
べ
て
指
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争
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)

マ
小
規
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治
山
(
字
国
郷
)

"
土
木

一
式
、
3
カ
月
、
L
7

m
、
簡
易
吹
付
法
枠
工
、
第
2

四
半
期
マ
町
道
長
浜
西
ケ
畑
線
測

量
語
調
査
設
計
業
務
(
惣
郷
)
目

設
計
業
務
、
8
カ
月
、
L
4
2

0
m
、
W
5
m
、
第
1
四
半
期

マ
奈
古
漁
港
施
設
用
地
鰯

装
(
奈
古
)
H
土
木
一
式
、
1

カ
月
、
舗
装
、
漁
具
管
修
繕
施

設
用
地
2
5
0
0
ぱ
、
野
積

場
用
地
8
0
0
d
、
第
1
四

半
期マ
八
幡
橋
河
床
洗
掘
防
止

(
奈
古
)
H
土
木
一
式
、
2
カ

月
、
護
岸
工
、
第
工
四
半
期

マ
汐
入
野
地
線
道
路
新
設

(
奈
古

)
u土
木
一
式
、
8
カ

月
、
高
架
橋
上
部
工
、
L
M刊

m
、
第
2
四
半
期

マ
柳
尾
汐
入
線
道
路
改
良

(
奈
古
)
H
土
木
一
式
、
6
カ

月
、
L
3
4
0
m
、
W
5
m
、

第
2
四
半
期

②
ロ
月
む
日
ま
で
③
1
1
8

2
万
7
0
0
0
円
④
西
区
維

持
管
理
課
⑤
5
月
m
日

マ
筒
区
草
津
鈴
が
降
線
ほ

か
長
大
法
菌
除
草
業
務
"
①

西
区
草
津
鈴
が
崎
町
ほ
か
②

9
月
m
品
目
ま
で
③
8
1
4
万

2
0
0
0
円
④
同
⑤
同

マ
古
田
台
道
路
法
函
除
草

業
務
日
①
西
区
古
田
台
1
丁

目
ほ
か
②
同
③
4
6
8
万
2

0
0
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同
③
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⑤
同

マ
高
須
台
道
路
法
面
除
草

業
務
H
①
西
一
区
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台
2
丁

目
ほ
か
②
向
③
2
7
4
万
1

0
0
0
円
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同
⑤
同

マ
岡
田
橋
団
地
一
般
住
宅

建
設
(
奈
古
)
"
建
築
一
式
、

6
カ
月
、
W
造
2
階
建
2棟

4
戸
、
第
工
四
半
期

マ
奈
古
地
区
舗
装
繍
修

(
奈
古
)
H
土
木
一
式
、
3
カ

月
、
奈
古
地
区
内
舗
装
補
修

一
式
、
第
3
四
半
期

マ
奈
古
中
央
線
側
溝
盤
備

(
奈
古
)
H
土
木
一
式
、

1
カ

月
、
側
前
盤
備
L
m
m
、
第
-

四
半
期
マ
尾
無
水
路
盤
備
(
惣
郷
)

H
土
木

一
式
、
2
カ
月
、

U
型

水
路
L
n
m
、
第
1
四
半
期

マ
字
国
中
央
線
砂
利
飛
散

防
止
(
字
国
)
H
土
木
一
式
、

1
カ
月
、
L
m
m
、
第
1
四
半

同
町

請負額718億5600万l
中園地区4月の保di
哩 2 西日本保証 2

西
日
本
建
設
業
保
証
側
広

島
支
庖
は
、
保
証
取
扱
い
か

ら
み
た
M
年
4
月
の
中
園
地

区
に
お
け
る
ハ
ム
共
工
事
励
向

を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
件
数
は
1
0
3
7
件
で
前

年
同
月
比
2
・5
%
増
(
お
件

増
)
と
な
っ
た
が
、
請
負
金
額

で
同
m
・
9
%
減
(
肝
億
円

減
)
を
示
し
た
。

こ
れ
を
発
注
者
別
の
請
負

金
額
で
み
る
と
、
「抽
出
立
行
政

法
人
等
」
で
は
西
日
本
高
速

道
路
が
筆
引
し
f
u
n
-
4

%

増
、
「
そ
の
他
公
共
的
団
体
」

日
・
2
%
増
、
「
国
」
も
1
・
2

%
増
と
な
ョ
た
も
の
の
、
「
市

町
村
」
で
は
広
島
で
特
に
減

少
し
お
・9
%
減
の
大
幅
減
、

「
県
」
も
4
・
4
%
減
と
な
り
、

全
体
と
し
て
は
2
桁
滅
を
示

し
た
。一
方
、
地
域
別
の
請
負
金

額
で
み
る
と
、
鳥
取
(
2
1
2

件、
m
U
偲
7
2
0
0
万
円
)
が

国
・
4
%
増
、
島
根
(
1
9
3
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3
月
の
産
業
用
電
力
(大
口
)需
要

韻

四
カ
月
連
続
前
年
下
回
る

幅

中
国
経
済
産
業
局
は
、
別

年
3
月
管
内
産
業
用
句
力

(
大
口
)
需
要
実
績

(
速
報
)

を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
産
業
用

電
力
(
大
口
)
は
、
機
械
器

具
、
窯
業
土
石
な
ど
は
前
年

を
上
回
っ
た
も
の
の
、
化
学

工
業
、
鉄
鋼
な
ど
が
前
年
を

下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
川
判
的出

9
4
0
0
万
W
h
で
対
前
年

同
月
比
5
・
8
%
減
と
な

り
、
ロ
カ
月
連
続
で
前
年
を

下
回
っ
た
。

自
家
発
電
は
、
富
認
申
土
石
、

機
械
鰭
具
な
ど
は
前
年
を
上

1 医ξヲ

回
っ
た
も
の
の
、
化
学
工
業
、

石
炭
石
油
が
前
年
を
下
回
っ

た
こ
と
か
ら
、
辺
億
3
2
0

0
万
w
h
で
対
前
年
同
月
比

部
・
6
%
減
と
な
り
、
6
カ

月
連
続
で
前
年
を
下
回
っ

た
。
大
口
受
包
は
、
鉄
鋼
、

化
学
工
業
が
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
四
億

6
2
0
0
万
W
h
で
同
4
・

8
%
減
と
な
り
、
ロ
カ
月
連

続
で
前
年
を
下
回
っ
た
。

こ
れ
を
お
年
度
で
み
る

と
、
産
業
用
憶
力
(
大
口
)

は
、
紙

-
パ
ル
プ
を
除
く
す

べ
て
の
業
種
が
前
年
を
下
回
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